
質
問
一

公
共
事
業
の
受
注
実
績
状
況

に
つ
い
て
。

二

公
共
事
業
に
お
け
る
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
。

三

会
員
増
加
策
の
支
援
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
市
長
）

市
で
は
、
高
齢
者

の
就
業
と
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
た

め
、
鶴
ヶ
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
。
市
を

含
む
公
共
的
団
体
か
ら
の
受
注
実
績
は
、

平
成
２５
年
度
は
９６
件
、
９
４
４
０
万
５

９
８
８
円
、
２６
年
度
は
９４
件
、
９
８
６

２
万
５
１
８
４
円
で
あ
る
。

二

２７
年
度
に
お
け
る
市
か
ら
の
発
注

予
定
業
務
の
予
算
額
は
、
約
１
億
２
１

０
０
万
円
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
業
務

の
ほ
か
、
新
た
に
小
学
校
算
数
学
力
向

上
支
援
員
の
派
遣
業
務
や
子
育
て
世
帯

応
援
事
業
関
連
業
務
な
ど
を
発
注
し
て

い
る
。
今
後
も
高
齢
者
の
知
識
や
経
験

を
生
か
せ
る
業
務
に
活
用
し
て
い
く
。

三

会
員
数
は
、
２５
年
度
末
か
ら
２６
年

度
末
で
４３
人
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
、

男
性
４
４
９
人
、
女
性
１
５
２
人
と
、

性
別
に
偏
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
会
員

増
加
策
の
支
援
は
、
女
性
会
員
を
い
か

に
増
や
す
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
考

え
る
。
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
生
活

支
援
分
野
な
ど
、
情
報
交
換
を
行
い
な

が
ら
会
員
増
加
策
の
支
援
を
し
て
い
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の

支
援
に
つ
い
て

質
問
一

坂
戸
市
と
の
交
渉
の
経
緯
と

内
容
に
つ
い
て
。

二

「
広
域
静
苑
組
合
加
入
」
と
い
う

交
渉
カ
ー
ド
を
使
わ
な
か
っ
た
理
由
は
。

三

富
士
見
保
育
所
の
跡
地
は
ど
う
す

る
の
か
。

答
弁
一
（
市
長
）

坂
戸
鶴
ヶ
島
医
師

会
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
坂
戸
市
と
鶴
ヶ

島
市
の
初
期
救
急
医
療
体
制
及
び
包
括

的
医
療
介
護
連
携
拠
点
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
昨
年
来
、
両
市
で
提
示
し
た
候

補
地
の
い
ず
れ
か
へ
の
建
設
を
前
提
に
、

医
師
会
主
導
で
議
論
し
て
き
た
。
そ
の

後
、
医
師
会
と
両
市
に
よ
る
調
整
会
議

で
、
坂
戸
市
に
初
期
救
急
医
療
体
制
を
、

鶴
ヶ
島
市
に
包
括
的
医
療
介
護
連
携
拠

点
を
開
設
す
る
と
の
分
離
案
が
医
師
会

か
ら
提
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、
３
者
の

十
分
な
合
意
形
成
が
な
く
、
内
容
に
も

課
題
が
あ
る
た
め
、
こ
の
案
に
は
乗
ら

ず
、
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

二

坂
戸
市
の
広
域
静
苑
組
合
へ
の
加

入
は
、
構
成
団
体
で
あ
る
本
市
ほ
か
３

町
の
協
議
に
よ
る
組
合
の
意
思
決
定
に

基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
初
期
救
急
医
療

体
制
等
と
は
別
の
問
題
で
あ
る
。

三

富
士
見
地
区
の
方
々
の
意
向
を
踏

ま
え
、
公
共
的
な
利
用
の
案
が
あ
れ
ば
、

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
に
申
入

れ
を
し
て
い
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

無
駄
・
贅
沢
な
改

装
工
事
は
何
の
た
め

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
の
支
援小

川

茂
議
員

積
極
的
な
活
用
と
支
援
を
行
う

現時点における最善の

判断である

長谷川 清 議員

なぜ坂戸市に負け
たのか

シルバー人材センターの会員による作業

つるがしま市議会だより第１７３号 〔８〕


